
令和２年(2020年)度 柘植地域まちづくり協議会

９月１日 各組(班)等回覧
部会主催の各種テーマに沿った研修会をやってます！
部会員に限らず参加できるときには、ぜひ一般参加してくださいね。
９月１日号の『まちづくりだより』にも紹介していますので、合わせてご覧ください。

観光視察研修 ＝各種の研修会事業＝＝

８月１６日（日）午後、甲賀市土山歴史民俗資料館と垂水斎王頓宮跡を視察しま
した。

斎王頓宮跡は、柘植地域・中柘植区内にある斎宮芝（さいかしば）と同様、伊勢

の斎宮御所へ遣わされた斎王が旅の途中に泊をした場所とされています。

土山では毎年３月に、「斎王群行」が開催されています。（今年は中止）

今回、斎王群行のスタート地点（大野小学校）から終点の頓宮跡まで視察しまし

た。柘植地域まちづくり協議会で行っていた斎王群行と比較検討し、今後の活動に

活かしていきたいものです。

また、土山歴史民俗資料館では常設展示「東海道土山宿や鈴鹿峠の歴史」を学

習することができました。

江戸時代には鈴鹿山脈を挟み、現亀山市の「坂下」と「土山」はどちらも宿とな

り、日本の大動脈を支えました。

斎王群行コースもそうですが、柘植地域を通る大和街道などはそれ以前の古い

幹線でした。そうしたことも考えに入れて見学すると、記録にはあまり残っていない柘植地域ですが、昔は私た

ちの生活している地を大勢の人々が往来していたのだろうなと思いを馳せることができました。

展示物の説明もていねいでよくわかります。入館料は無料でしたので、皆さんもぜひ行ってみてください。

農業視察研修 ＝＝各種の研修会事業＝＝

８月２４日（月）午前、団体営農に関する農業研修会（25名参加）を開きまし

た。

まず最初に、産業交流部会を代表して中島義文さんがあいさつ、次に地元倉部

区を代表して区長の清水雅己さんがあいさつをしていただきました。また、伊賀市

農林振興課の葛原さんからもあいさつをいただきました。

研修では、倉部営農組合の代表理事の岡島久

司さんからあいさつを受けた後、まず農作業所の

見学を行いました。

産業交流部会ﾆｭｰｽ
コロナ対策をして

各種の農機や施設にある機材、育苗用ハウスを見学しました。
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その後、資料を基に、法人の立ち上げに至った経緯や現状を紹介いただきました。

（資料から一部掲載）

経営規模 営農受託田１２.１㏊ 部分作業受託田１.３㏊ 水稲６.５㏊、WCS９.４㏊

所有機械 播種機、育苗機、田植え機 トラクター コンバイン ほか 育苗ハウス ３棟

作業体制 オペレーター９名 水管理１８名依頼、草刈１７名依頼 など

運営組織 理事５名 幹事１４名、運営委員８名、協力者１１名 など

集落営農形態 協業型集落営農・・・個人農業が主・地権者からの委託農地を法人が受託経営

（「一集落一農場」の形態をとっていない。）

☆地域に果たしてきた役割等☆

・水稲、転作作物（WCS）を中心にした水田フル利活用により設立当初の目標であった「区内には耕作放

棄田は出さない」は達成。

・区民の多くが営農組合に参画し共同・共助活動に携わり互いの連帯感や営農への関心・意識の向上が図

られ、区の農業維持機能の主体的な担い手として、また自然環境保全に営農が果たしている地域貢献度

は大。

・『伊賀くらぶの里米』の地産地消、作業従事者報酬等は域内経済循環に寄与。

・諸般の事業で脱農的環境に置かれても「農地は営農が預かってくれる」という安心感。

休憩をはさんで、参加者全員が円形に座り、意見交流を行い、参加者

の置かれた立場を出し合うなど、柘植地域の稲作の未来について考え合

うことができました。倉部営農組合のみなさん、ありがとうございました！

地元でできるサル対策の４箇条

予防１ 集落内の収穫残さや不要果樹など「エサ場」をなくす

予防２ 耕作放棄地やヤブなどの隠れ場をなくす

治療３ 囲える畑はネットや柵で正しく囲う

治療４ 人里は怖いと覚えさせるため、出没したら必ず追い払う

これから秋になると、夏場以上に様々な収穫物が地域内にあることになります。

まずは、みのりっぱなしにしないことが重要です。たとえば柿や栗。

稲を刈り取った後に生えてくる「ひこばえ」も要注意です！

・・・・サルは狙っています。

もちろん、家のまわりに生ごみなどを無造作に捨てたり、置いたりしない

こと。家庭用生ごみを出す際には決められた日の朝に出すことや田畑に取り

残した野菜や野菜くずを放置しないことも大切です。

気を付けたいこととして、墓地の供え物・・・。必ず持ち帰りましょう。

言うまでもないのですが、かわいいからといって野生鳥獣にエサは絶対にあたえないように！

みんなで取り組もう！

↓↓獣害対策↓↓

威嚇用の「煙火」は、市の支援を受けて、まち協で保有しています。

各区長様を通じて、必要な分を申し出てください。

産業交流部会（部会長：西田）

まち協事務局 0595(45)8880

表面からの続き


